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 要 旨   
メスの F334（Fischer）ラットの脳と肝臓への酒（日本酒）の慢性投与の影響を DNA マ

イクロアレイ、二次元電気泳動、プロトン核磁気共鳴を用いた網羅的 omic 解析で調べた。

4 週令で離乳したラットに水の代わりに酒（15％アルコール）を自由摂取させた。13 ヶ月

令で酒供給を停止し、24 時間後にラットから脳と肝臓を取り出して分析を行った。概して、

脳の分子変化は肝臓より少なかった。トランスクリプトミクスデータは脳と肝臓それぞれ

36 と 9 の遺伝子の発現上昇、80 と 62 の遺伝子の発現低下調節があり、結合と触媒活性遺

伝子カテゴリーで最も変化が顕著であった。成長には顕著な異常はなかったが、酒は脳の

脆弱性、肝臓の毒性/障害を誘導することが示唆された。タンパク質レベルでは、脳で NADH
脱水素酵素（ユビキノン）FE-S タンパク質 1 の発現が顕著に減少していることがわかり、

このことはミトコンドリアの代謝の減衰を示唆している。肝臓でも、ミトコンドリア機能

の減衰が示唆されており、加えて機能未知の糖タンパク質がタンパク質レベルと遺伝子レ

ベルで誘導され、糖タンパク質結合の変化が示唆された。脳のメタボロミクス解析はバリ

ン、アルギニン/オルニチン、アラニン、グルタミン、コリンが有意に増加し、これととも

にイソロイシン、N-アセチルアスパラギン酸、タウリン、グルタミン酸、ガンマアミノ酪

酸が減少することが明らかになった。本結果は酒摂取後の脳と肝臓の両方の分子構成の一

覧を提供し、慢性酒摂取の影響のより良い理解の助けになると考えられる。 
 

 




